
核
兵
器
廃
絶
を
願
っ
て

三
十
年
間
灯
さ
れ
て
き
た

上
野
東
照
宮
（
東
京
都
台

東
区
）
境
内
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
広
島
・
長
崎
の
火
」

が
年
内
に
撤
去
さ
れ
、
来

年
春
に
宝
鏡
寺
（
福
島
県

楢
葉
町
）
に
移
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
社
殿
な

ど
重
要
文
化
財
の
防
火
対

策
の
た
め
、
上
野
東
照
宮

が
長
年
移
転
を
求
め
て
い

た
も
の
で
、
原
発
避
難
者

を
支
援
す
る
宝
鏡
寺
が
引

き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
管
理
す

る
市
民
団
体
は
、
「
広
島
、

長
崎
に
続
い
て
核
の
被
害

に
遭
っ
た
福
島
で
再
出
発

し
た
い
」
と
語
る
。

「
広
島
・
長
崎
の
火
」

は
、
一
九
四
五
年
当
時
、

兵
役
で
広
島
に
い
た
故
山

本
達
雄
さ
ん
が
原
爆
投
下

直
後
に
親
族
の
家
に
残
っ

て
い
た
火
を
採
取
し
、
携

帯
カ
イ
ロ
の
火
種
に
し
て

福
岡
県
星
野
村
（
現
八
女
市
）
の

自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
。
村
に
引
き

継
が
れ
て
保
管
さ
れ
、
八
八
年
に

は
長
崎
の
原
爆
投
下
で
焼
け
た
瓦

か
ら
採
っ
た
火
と
合
わ
せ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
軍
縮
会
議
に
届
け

ら
れ
た
。

当
時
、
米
ソ
に
よ
る
核
軍
拡
競

争
へ
反
対
す
る
運
動
が
世
界
的
に

盛
り
上
が
り
、
国
内
で
は
被
爆
者

援
護
法
の
制
定
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
て
い
た
。
台
東
区
で
も
市
民

を
中
心
に
「
原
爆
の
火
」
を
上
野

の
森
に
灯
そ
う
と
い
う
運
動
が
起

こ
り
、
九
〇
年
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
完
成
。
管
理
団
体
「
上
野
の
森

に
『
広
島
・
長
崎
の
火
』
を
永
遠

に
灯
す
会
」
が
発
足
し
た
。

「
灯
す
会
」
は
毎
年
八
月
、
被

爆
や
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
集
会

な
ど
を
開
い
て
い
た
が
、
上
野
東

照
宮
の
宮
司
が
代
替
わ
り
し
た
こ

と
も
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

「
重
要
文
化
財
の
前
で
火
が
燃
え

て
い
る
の
は
危
険
」
と
移
設
を
求

め
ら
れ
て
き
た
。
「
会
」
は
台
東

区
役
所
や
区
内
の
寺
に
移
設
を
打

診
し
た
が
断
ら
れ
、
移
設
先
探
し

は
難
航
し
た
。

今
年
初
め
、
弁
護
士
で
「
灯
す

会
」
の
小
野
寺
利
孝
理
事
長
が
、

福
島
第
一
原
発
の
避
難
者
訴
訟
で

原
告
団
長
を
務
め
る
宝
鏡
寺
の
早

川
篤
雄
住
職
に
相
談
し
、
受
け
入

れ
を
快
諾
さ
れ
た
。
上
野
か
ら
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
種
火
を
運
ん
だ
上

で
、
原
発
事
故
か
ら
十
年
と
な
る

来
年
三
月
十
一
日
に
「
点
火
式
」

を
行
う
計
画
と
な
っ
た
。

七
月
十
七
日
、
小
野
寺
さ
ん
ら

会
員
二
人
が
宝
鏡
寺
を
訪
れ
、
早

川
住
職
や
火
を
管
理
す
る
地
元
住

民
と
面
会
。
小
野
寺
さ
ん
は
「
移

設
は
残
念
だ
が
、
今
回
を
機
に
核

兵
器
の
惨
禍
と
原
発
被
害
を
つ
な

ぐ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た
い
」
と

語
る
。
早
川
住
職
は
「
原
発
事
故

被
害
の
福
島
も
広
島
・
長
崎
と
同

じ
。
可
能
な
限
り
未
来
に
伝
え
た

い
」
と
話
す
。

「
原
爆
の
火
」
は
現
在
、
全
国

に
約
六
十
個
所
あ
る
と
さ
れ
る
。

●
ウ
ラ
ン
濃
縮
技
術
、

再
処
理
技
術
、
軽
水
炉

技
術
な
ど
の
軍
事
利
用

が
核
兵
器
、
核
艦
船
で

あ
り
、
同
じ
技
術
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
原
発
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
同
じ
技
術
の
「
表
の
顔
」

が
核
兵
器
で
あ
り
、
「
裏
の
顔
」

が
原
発
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
●
原
発

シ
ス
テ
ム
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
で

あ
る
か
ら
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

と
す
る
議
論
が
あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
米
大
統
領
の
国
連
演
説

「
原
子
力
の
平
和
利
用
（Atoms

f

o
r

P
e
a
c
e

）
」
演
説
が
そ
れ
で
あ

る
。
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・

サ
イ
ク
ル
の
原
発
シ
ス
テ
ム
は
平

和
利
用
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で

あ
る
●
核
兵
器
開
発
と
原
発
開
発

は
補
完
関
係
に
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

は
、
原
発
の
目
的
と
し
て
「
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
生
産
」
と
「
発
電
」
を

掲
げ
る
。
日
本
は
原
発
用
燃
料
と

し
て
天
然
ウ
ラ
ン
を
世
界
各
国
か

ら
購
入
す
る
が
、
そ
の
低
ウ
ラ
ン

濃
縮
役
務
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
メ
リ

カ
に
依
存
す
る
。
日
本
の
ウ
ラ
ン

低
濃
縮
役
務
は
米
核
戦
略
の
ウ
ラ

ン
濃
縮
工
場
の
経
常
運
転
を
補
完

●
原
発
の
危
険
の
淵
源
は
〝
破
壊

第
一
〟
の
軍
事
開
発
に
あ
る
。
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○
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

技
術
も
必
要
も
な
い
・
危
険
の
〝
塊
〟(

二
面)

○
寿
都
町
長
が
「
文
献
調
査
」
応
募
の
検
討
表
明(
三
面)

○
初
導
入
の
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
原
発
」
稼
働
へ(

五
面)

広島・長崎の火 上野東照宮から宝鏡寺(福島県楢葉町)へ

原
爆
惨
禍
と
原
発
災
害
つ
な
ぐ

来
年
三
月
十
一
日
に
「
点
火
式
」


